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東大理 久 保 亮 五
この研究会の本題 とあまり関係はないが,ちょっとした remarkをしたい｡ van
derWaals Forceの一般の導き方は, E.M.Lifshitzの論文や,またAbrikosov
等の例の教科書に出ている｡ 本質的には同じことであるが,'簡単な考え方 としてはIlLⅠ)
theorem を用いることができる｡ 一般に,-ミル トニアンが
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ところで,パ ラメタ Vに conjugateな力は,
＼8; - - <Ⅹ1x 2>
であるから, F-D theorernは直接に力を与えることセ なる｡
たとえば, 2個わ中性分子が Rなる距離にあって, fluctu′atp.しているdipole
interactionをも→ているとすれば,分子 lに電場 Fl をかけたときに分子 2に誘起
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川は,極小原理 Iの結果として得られる,法則の積分表現とみなしてよかろう｡
Ons叩C､rはこれが生起可能なあらゆる径路中最確のものを定めるという統計的解釈を
与えた｡ (すなわち,W をそのような二時間合成確率とするとき,その対数が 両端の
時刻でのエントロピー Sと 1に現れた散逸関数◎ とで泰わされる｡)
その後の経過
ⅠIashitzume(1952)1):Hを基礎として I｣angpvin,Fokker-Planck方程式を
構成することを試みたo lの右辺の園子 1/2の必要性を指摘o
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